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考開始が 4月 1日となった。その後， 2度のスケジュール変更を経て	3），2016年以降，現在まで採























































































1ヶ月以上 2ヶ月以上 3ヶ月以上 4ヶ月以上 5ヶ月以上 6ヶ月以上 7ヶ月以上




とても短い 3 4 2 4 2 0 2 1 0 18 （11.0%）
やや短い 2 2 7 7 1 0 1 1 1 22 （13.4%）
ちょうどよい 1 3 22 21 5 2 1 0 0 55 （33.5%）
やや長い 0 4 7 8 9 7 5 2 1 43 （26.2%）
とても長い 0 3 3 4 9 3 1 3 0 26 （15.9%）




とても短い 3 2 1 2 1 0 2 1 0 12 （14.6%）
やや短い 2 1 2 4 0 0 1 1 0 11 （13.4%）
ちょうどよい 1 1 12 10 5 1 1 0 0 31 （37.8%）
やや長い 0 1 5 2 2 3 1 1 1 16 （19.5%）
とても長い 0 0 3 1 5 0 1 2 0 12 （14.6%）




とても短い 0 2 1 2 1 0 0 0 0 6  （7.3%）
やや短い 0 1 5 3 1 0 0 0 1 11 （13.4%）
ちょうどよい 0 2 10 11 0 1 0 0 0 24 （29.3%）
やや長い 0 3 2 6 7 4 4 1 0 27 （32.9%）
とても長い 0 3 0 3 4 3 0 1 0 14 （17.1%）
合計 0 11 18 25 13 8 4 2 1 82













次に活動期間と望ましい活動期間とのクロス集を表 2に示す。全体の49.4% が 1 ヶ月以上 4ヶ月
未満の活動期間が望ましいと感じており，累積すると75.6% に達する．男女別でもその傾向は同じ
である。本研究の調査対象者の就職活動は会社説明会開始が 3月 1日，採用選考開始が 6月 1日と
なっており，ルール通りの就職活動では大半の学生が長く感じることになる。内閣府の調査でも就
表 2　就職活動期間と望ましい活動期間のクロス集計
1ヶ月以上 2ヶ月以上 3ヶ月以上 4ヶ月以上 5ヶ月以上 6ヶ月以上 7ヶ月以上




1ヶ月未満 0 2 3 4 1 1 0 2 0 13  （7.9%）
1ヶ月以上2ヶ月未満 1 5 13 12 6 1 1 2 1 42 （25.6%）
2ヶ月以上3ヶ月未満 4 5 8 10 6 2 3 1 0 39 （23.8%）
3ヶ月以上4ヶ月未満 0 2 8 9 5 5 1 0 0 30 （18.3%）
4ヶ月以上5ヶ月未満 0 0 1 2 0 2 1 1 0 7  （4.3%）
5ヶ月以上6ヶ月未満 0 0 2 2 3 0 0 1 0 8  （4.9%）
6ヶ月以上 0 0 0 1 0 0 2 0 1 4  （2.4%）
適当な期間はない 1 0 4 3 4 1 1 0 0 14  （8.5%）
わからない 0 2 2 1 1 0 1 0 0 7  （4.3%）




1ヶ月未満 0 1 3 2 1 1 0 2 0 10 （12.2%）
1ヶ月以上2ヶ月未満 1 2 5 7 3 0 1 2 0 21 （25.6%）
2ヶ月以上3ヶ月未満 4 1 5 4 4 1 1 0 0 20 （24.4%）
3ヶ月以上4ヶ月未満 0 0 5 3 1 1 0 0 0 10 （12.2%）
4ヶ月以上5ヶ月未満 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2  （2.4%）
5ヶ月以上6ヶ月未満 0 0 1 1 2 0 0 1 0 5  （6.1%）
6ヶ月以上 0 0 0 1 0 0 1 0 1 3  （3.7%）
適当な期間はない 1 0 3 1 2 0 1 0 0 8  （9.8%）
わからない 0 1 1 0 0 0 1 0 0 3  （3.7%）




1ヶ月未満 0 1 0 2 0 0 0 0 0 3  （3.7%）
1ヶ月以上2ヶ月未満 0 3 8 5 3 1 0 0 1 21 （25.6%）
2ヶ月以上3ヶ月未満 0 4 3 6 2 1 2 1 0 19 （23.2%）
3ヶ月以上4ヶ月未満 0 2 3 6 4 4 1 0 0 20 （24.4%）
4ヶ月以上5ヶ月未満 0 0 1 2 0 1 0 1 0 5  （6.1%）
5ヶ月以上6ヶ月未満 0 0 1 1 1 0 0 0 0 3  （3.7%）
6ヶ月以上 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1  （1.2%）
適当な期間はない 0 0 1 2 2 1 0 0 0 6  （7.3%）
わからない 0 1 1 1 1 0 0 0 0 4  （4.9%）
合計 0 11 18 25 13 8 4 2 1 82
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性別 男性ダミー 74 （49.7%）
学部 理系ダミー 117 （78.5%）
準備期間 1ヶ月未満 34 （22.8%）
1 ヶ月以上 2ヶ月未満 20 （13.4%）
2 ヶ月以上 3ヶ月未満 14  （9.4%）
3 ヶ月以上 4ヶ月未満 16 （10.7%）
4 ヶ月以上 5ヶ月未満 13  （8.7%）
5 ヶ月以上 6ヶ月未満 13  （8.7%）
6 ヶ月以上 39 （26.2%）
活動期間 1ヶ月未満 5  （3.4%）
1 ヶ月以上 2ヶ月未満 14  （9.4%）
2 ヶ月以上 3ヶ月未満 36 （24.2%）
3 ヶ月以上 4ヶ月未満 42 （28.2%）
4 ヶ月以上 5ヶ月未満 23 （15.4%）
5 ヶ月以上 6ヶ月未満 12  （8.1%）
6 ヶ月以上 17 （11.4%）
面接社数 1社から 5社 76 （51.0%）




内定時期 2016年 2 月以前 1  （0.7%）
2016年 3 月 3  （2.0%）
2016年 4 月 9  （6.0%）
2016年 5 月 38 （25.5%）
2016年 6 月 46 （30.9%）
2016年 7 月 21 （14.1%）
2016年 8 月 13  （8.7%）

















た。内定時期については2015年 1 月を「 1」とし，その後， 1ヶ月単位で連続した整数に変換して














理系ダミー −0.24 −0.06 −0.28
 （0.22）  （0.41）  	（0.24）
準備期間  0.03  0.04  	0.02
 （0.02）  （0.03）  	（0.03）
活動期間  0.04  0.08 −0.07
 （0.05）  （0.06）  	（0.07）
面接社数    0.08***    0.10***    0.07***
 （0.01）  （0.02）  	（0.02）
内定時期   	0.16**  0.10    0.36***
 （0.05）  （0.06）  	（0.09）
調整済みR2  0.25  0.19  	0.33
サンプル数  	149   	74    75































3）2013年 3 月卒業・修了者の採用活動については，広報活動の開始が卒業・修了学年前年の12月 1 日，
選考活動の開始が 4月 1日とされ，2015年 3 月卒業・修了者まで続いた。 1度目の変更は2016年 3
月卒業・修了者で，広報活動の開始が卒業学年前年の 3月 1日，選考活動の開始が 8月 1日となっ
たが，就職・採用活動が伸びることや夏季の活動による健康状態への批判が高まり，わずか 1年で
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